
第15回とちぎ 福祉用具・自助具“発明・工夫・適応”コンテスト

担当部署：住宅改修・福祉用具委員会 担当者：須藤 誠
問い合わせ先 E-mail：jyuufuku@tochi-ot.com

自助具コンテスト（通称）の目的

（１）障がい者・高齢者に対する理解と認識を深める。
（２）障がい者・高齢者に役立つ生活用品等の開発に資するとともに「障がい・老い」

を身近に感じていただく機会とする。
（３）リハビリテーションの一翼を担う「作業療法・作業療法士」についての理解を

深める機会とする。

今後の展開

自助具コンテストは栃木県作業療法士会で15年間続く活動です。今後も継続してい
くとともに、さまざまなツール（パンフレット、映像、書籍など）を用いて自助具の
普及・推進をしていきたいと考えています。

自助具コンテストの概要

自助具コンテストは栃木県作業療法士会で15年間続い
ている活動です。今年度はコロナ禍を考慮し、郵送は行
わず、栃木県作業療法士会ホームページの掲載を通して
応募案内を行いました。応募方法は自助具作品の概要や
適応する対象者、作製方法について応募フォーマットに
記載し、メールまたは郵送にて受付しております。また、
同年の栃木県作業療法学会の学会長と委員にて採点を行
い、栃木県作業療法士会ホームページにて最優秀賞、優
秀賞、学会長賞の表彰・応募作品を紹介しました。

今年度の成果

第15回は応募が13作品ありました。審査の結果、最優
秀賞、優秀賞、学会長賞が決まりました（図2）。
毎年、作業療法士だけでなく、他職種や当事者の方か

ら独創的な作品や生活の創意工夫を凝らした作品が本コ
ンテストに届きます。本コンテストはそうした一人ひと
りの工夫を情報として発信し、作業療法士及び当事者の
方々がより豊かな選択肢を持てるように支援しています。

図1：コンテストポスター

図2：2020年度応募・受賞作品

また、今年度はコロナ禍を
考慮し、自助具コンテストを
完全オンラインによって実行
することができました。学会
における作品展示は叶いませ
んでしたが、栃木県作業療法
士会の文化として継続するこ
とができたことを誇りに思い
ます。



自宅でできるスプリント研修会

担当部署：住宅改修・福祉用具委員会 担当者：須藤 誠
問い合わせ先 E-mail：jyuufuku@tochi-ot.com

本研修会の目的

（１）スプリントに関する基礎知識を提供する
（２）スプリント素材を実際に触れて装具を作製する機会を提供する
（３）スプリントを用いた作業療法実践が行える作業療法士の育成を図る

今後の展開

スプリントに関する知識・スキルは、自助具や福祉用具など準じて非常に有用であ
ると思います。士会員の知識・スキル向上を図るため、次年度の継続を検討します。

本研修会の概要

コロナ禍により社会情勢が一変し、医療業界は予断を許さない現状が続いた一年でし
た。スプリントは有用な治療手段の一つでありますが、セラピストに特殊な技能を必要
とし、商品購入にコストが発生することから導入のハードルが高いようです。一方、コ
ロナ禍の影響で研修会は軒並み中止となり、作業療法士がスプリントの作製に関する学
習機会が皆無となりました。
そこで、本研修会は完全オンラインでのスプリント研修会を考案しました。通常、ス

プリントセミナーは本来、多くの物品を準備する必要があるため、オンラインではほぼ
実現できません。しかし、ルナキャストは自宅でもお湯とタオルとハサミを用意するだ
けで使用することができます。株式会社イワツキによる協力を得て参加を希望する作業
療法士向けにルナキャストを無償で郵送いただきました。Zoomを用いたオンライン講義
と参加者へのルナキャスト郵送により、本研修会を実現することができました。

本研修会の成果

参加者は20名のうち県士会員が19名、他県士会員（石川県）が１名でした。参加者
のスプリント経験を図１、作れるようになりたいスプリントを図2に示します。

図1：スプリント経験 図2：作れるようになりたいスプリント

終了後アンケートでは、研修内容について（図3）
「よい・大変よい」と回答した人が95％を占めまし
た。また、次年度の参加希望についても95％が
「したい」、5％が「予定が合えば」と回答しました。
2時間の中で講義とスプリント作製を行ったため、非
常にタイトなスケジュールであったと感じます。ま
た、作れるようになりたいスプリントを学ぶ機会を
設けるためにも、本研修会を次年度にも継続して行
うことを検討したいと思います。図3：研修内容について



オンラインで出来る自助具づくり研修会

担当部署：住宅改修・福祉用具委員会 担当者：須藤 誠
問い合わせ先 E-mail：jyuufuku@tochi-ot.com

本研修会の目的

（１）自助具作製に関する基礎知識を提供する
（２）自助具の作り方、デザインを決める際の考え方を学ぶ機会を提供する
（３）自助具を用いた作業療法実践が行える作業療法士の育成を図る

今後の展開

自助具作製に関する知識・スキルは、作業療法士の専門性を活かし、高齢者・障が
い者の活動と参加を促すために非常に有用であると思います。士会員の知識・スキル
向上を図るため、次年度の継続を検討します。

本研修会の概要

コロナ禍により学会や研修会の多くはWeb化されました。今年度は当委員会の自助具コ
ンテストも完全オンラインで行いました。従来は学会での展示会にて自助具に触れる機
会を設けていましたが、今年度はWeb化により作品を手にすることは叶わず、士会員への
自助具に関するかかわりが不十分であったと思います。
そこで、当委員会は完全オンラインでの自助具づくりの研修会を考案しました。通常、

自助具を作ることは多くの物品を準備する必要があるため、オンラインではほぼ実現で
きません。しかし、事前の事例動画を用いて検討機会を作り、当日に参加者との意見交
換・情報共有を通して、自助具を作る際に最も重要となるプロセスを経験することがで
きます。実際の作製ができた方は少数ではありますが、Zoomを用いたオンライン講義と
参加者との意見交換により、本研修会を実現することができました。

本研修会の成果

参加者は14名のうち県士会員が12名、他県士会員（埼玉、千葉）が2名でした。
参加者の自助具作製経験を図１、作れるようになりたい自助具を図2に示します。

図1：自助具作製経験 図2：作れるようになりたい自助具

終了後アンケートでは、研修で参考になっ
た点について（図3）「アイディアの生み出
し方」と回答した人が100％、「自助具のデ
ザインの決め方、自助具の探し方」が77.8％
を占めました。また、次年度の参加希望につ
いても100％が「したい」と回答しました。
また、自助具を作るための知識・技術を学ぶ
機会を設けるためにも、本研修会を次年度に
も継続して行うことを検討したいと思います。図3：研修で参考になった点


